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序 文

多賀城市には、 国の特別史跡・多賀城跡をはじめとし
て、 古くは旧石器時代に遡るものから、 新しくは近世に
いたる各時代の遺跡が37ヶ所知られております。 その総
面積は実に市の1/4にも及び、 本市の歴史が連綿と引き
継がれてきたことを物語るものであります。 このような
遺跡は私達にとってかけがえのない文化遺産であり、 か
つ後世に伝えることが重要な責務であると考えていま
す。

さて、 多賀城市では、 「活力とふれあいのあるまち
史都・多賀城」を将来都市像に掲げ、 史跡を生かしたま
ちづくりを展開しております。 こうした流れの中にあっ
て、 重要な遺跡やそれを取り巻く環境を保存し、 地域づ
くりの一環として積極的に整備活用してゆこうと鋭意努
力しているところであります。

本書は、 多賀城跡にかかわりのある西沢遺跡・高崎遺
跡の発掘調査の成果を収録したものであります。 それぞ
れの調査の成果は、 本書中のとおりでありますが、 特に、

西沢遺跡では平安時代の竪穴住居跡が多数発見され、 古
代における多賀城跡東面一帯の様子がより具体的に把握
できるようになりました。 本報告書が文化財関係者のみ
ならず、 多少なりとも市民の皆様の文化財に対する普及・
啓蒙の一助となれば幸いです。

最後に、 発掘調査や報告書の作成にあたり、 多大なご
指導・ご協力いただきました方々に対し、 衷心よりお礼
を申し上げる次第です。

平成13年 3 月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



例 言

1. 本芭は、 平成12年度の国庫補助事業として実施した西沢遺跡第9次• 高崎迫跡第31·33次調査の成果をまと

めたものである。

2. 遺構の名称は第1次調査からの連番号である。

3. 本書中の遺構の分類記号は以下の通りである。

SB: 建物 SI: 竪穴住居 SK: 土堀 SD: 溝 SX: その他

4. 平面図における座探値は国土座標「平面直角座標系X 」 を用いて設定した。

5. 挿図中の高さは標高値を示している。

6. 土色は『新版標準土色帖』（小山 ・ 竹原： 1991) を使用した。

7. 柱痕跡が確認されていない建物の方向・柱間は， 柱穴の中央に柱を想定して計測した。

8. 瓦の分類基準は、 「多賀城跡 政庁跡 図録編」（宮城県多賀城跡調査研究所 1980) 、「多賀城跡

文編J (宮城県多賀城跡調査研究所 1982) による。

9. 本むの執筆は、 調査員全員の協議のもとに、 I . 斎藤稔、 車田敦、

た。 また、 編集は執筆者全員でこれにあたった。

10. 高崎迫跡第31次調査のリン ・ カルシウム分析は、 古現境研究所に依頼した。

11. 本書の作成に際し、 藤沼邦彦氏（弘前大学） 、 木本元治氏（福島県教育庁文化課） 、 菅原祥夫氏（福島県文化

センタ ー ） 、 関根達人氏（東北大学埋蔵文化財調査センタ ー ） 、 のご教示を得た。

12. 調査に関する諸記録および出土追物はすべて多賀城市教育委員会が保管している。

政庁跡 本

Il· 石川俊英、 田 ・ 相澤清利が担当し
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I 西沢遺跡第9次調査
l 遺跡の地理的歴史的環境

(1)地理的環境

本遺跡は、 多賀城市市川・浮島の両地区に所在している。 地形的

には松島丘陵から塩釜方面に向かって張り出した低丘陵上の南西端

部に位置し、 東西450m、 南北700mの範囲を占めている。 標高は北

側の丘陵尾根付近で約46m、 南側の沖積地と接する付近で約 6 mで

あり、 全体としては斜面の合間に大小の沢が入り込んだ景観を呈し

ている。

今回の調査区は本逍跡の西端部にあたり、 北側から南側に向かっ

て傾斜する舌状丘陵の西斜面に位置している。 調査区の現況は雑木

林であり、 標高は最も高い北側で約38m、 最も低い南側で約34mで

ある。

(2)歴史的環境 第 2 図 多賀城市の位置

本遺跡の西側には、 古代陸奥国府及び鎖守府が置かれた特別史跡多賀城跡が隣接している。 今回の調査

区から約100m西側には平安時代の外郭東辺築地があり、 その内側には城内で最大の規模を有する実務官術

域が発見された大畑地区が位置している 。 一方、 東側には奈良•平安時代を中心とする遺物散布地である

法性院遺跡、 高原遺跡が所在している。

本遺跡内では、 これまで 8 度にわたる発掘調査を実施しており、 古代から近世にかけての遺構・遺物を

多数発見している。 本調査区東側の近接地で行った第3 次調査では、 平安時代の鍛冶工房跡を含む14棟の

竪穴住居をはじめ、 中世の建物• 井戸・士城・溝などを発見している。 また東側の沢を隔てた第 2 次調査

では、 平安時代の掘立柱建物跡36棟などを発見した。 出土した遺物には、 縄文時代、 奈良•平安時代、 中

世、 近世の各時代のものがある。 中でも平安時代のものでは、 灰釉陶器、 緑釉陶器、 硯、 石帯、 馬具、 そ

の他鍛冶関連の遺物などが出土しており、 多賀城との関連性をうかがわせるものである。

2 調査に至る経緯と経過

本調査は個人住宅建設に伴うものであり、 複数年計画の国庫補助事業として今年度で4ヶ年目となる。

当該地は西沢遺跡の範囲内であるが、 過去の調査からこの舌状丘陵の頂上平坦部は掘削のため遺構の残存

状況が悪く 、 その密度も希薄であることが指摘されていた。 工事は掘削を伴うことから、 まず遺構の有無

を確認するための確認調査を行うこととした。 その結果、 竪穴住居や掘立柱建物跡を多数発見したため再

び協議をおこなったところ 、 保存が困難なことから事前調査を行うこととした。

調査区東側に実測図作成のための原点 (X=-187.968m Y=l4.316m) を設筐し、 これを通る南北及び

東西方向の軸線をそれぞれの基準線とした。 調査の経過は以下のとおりである。

7 月27 日 、 重機による表土除去開始。 L字の調査区を設定し、 X=-187. 974mより北を南北トレンチ 、

南を東西トレンチとした。 8 月 1 日より作業員を導入し、 調査機材の搬入及び調査区の環境整備をおこな
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う。 8 月 4 日 より切株の除去作業と併行して遺構検出作業をおこなう。 これ以降、 切株と根を除去する作

業に大きな労力を割くこととなる。 8 月10 日、 調査区西側に堆積層を確認し、 随時掘り下げる。 9 月 1 日 、

遺構検出状況の写真撮影をおこなったのち、 測屋のピン打ちを行う。 9 月 6 日 、 I /20平面図作成作業開

始。 また、 各遺構を掘り下げながら、 随時実測図作成作業と写真撮影をおこなう。 11月 21 日以降は、 調査

員と数人の作業員で各逍構の細かい検討を行いながら作業をおこなう。 11月 29 日 、 調査終了。

3 調査成果

(1)基本層序

東西トレンチの基本層序は、 地表下が岩盤であるが、 南北トレンチは西側部分が低くなっており、 その

部分に堆積層が認められる。

I 層 表土府である。 暗褐色土で、 厚さは20......,60cmを計る。 古代～近世の遺物を含む。

lI 層 調査区の北半にのみ堆栢する褐色土で、 厚さは10......,30cmを計る。 逍物はほとんど含まない。 中・

近世の遺構の検出面であり、 古代の遺構を覆う層である。

田 a 層 調査区の北半に堆積するにぶい黄褐色土で、 厚さは15......,30cmを計る。 ブロック状の岩盤を多凪

に含むが、 ほとんど遣物は含まない。 古代の遺構の検出面である。

illb 層 調査区の中央部から南半にかけて堆栢する黄褐色土で、 厚さは 6 cm......,23cmである。 細かい岩盤

粒を含むが、 ほとんど遺物は含まない。 古代の遺構検出面である。

w層 黄褐色の地山• 岩盤層である。

z
 

s
 

S1459 

IV 

第4図 層序模式図

(2)発見遺構と遺物

S1458竪穴住居跡

南北トレンチ中央部に位置し、 地山上面で検出した。 西側の大部分は調査区外に延び、 また南側をSD473

によって壊されているため、 東辺の一部と北東隅を発見したのみである。 S0473、 SI487と重複しており、

SD473より古く、 SI487より新しい。 平面形は方形と考えられ、 その規模は東西46cm以上、 南北2.9m以上
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である。 方向は東辺でN- 1° -Eである。 床面はほぼ平坦であり、 地山を床としている。 埋土は2恩確

認でき、 いずれも自然堆積である。 周溝は北東隅で確認でき 、 その幅は13cmである。 残存壁高は18cmであ

る。 カマドは東壁に付設されており、 燃焼部のみ確認した。 その規模は東西48cm、 南北85cmである。 床面

でビットを 1個確認した。 逍物は土師器杯· 甕、 須恵器甕が出土している。 土師器はすべてロクロ調整で

あり、 カマドから出土した土師器甕は外面をタタキ成形の後ロクロ調整をしている。
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第 5 図 S1458竪穴住居跡
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植別—. ..  , 

土師器 器：I c外面調整）タクキ→ロクロナデ
（内面調整）ロクロナデ

口径---
(20.4) 

艇経 器高 写瓦図版 登鯰番号

R ー151

第 6 図 S1459竪穴住居跡出土遺物

S1459竪穴住居跡

南北トレンチ中央部に位置し 、 m b恩上面で検出した。 西半分は調査区外に延びているため東半分を検

出したのみである。 SB466、 SK479と重複しており、 SK479より古く SB466より新しい。 平面形は方形と考

えられ、 規模は南北5m、 東西 1. 9m以上である。 方向は東辺でN- 10° -Wである。 埋土は 1層のみの自

然堆稜土である。 床面はほぼ平坦であり、 地山ブロックを多量に含む褐色土で床を貼っている。 周溝は各
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辺にめぐっており、 幅は17-29cmである。 東辺の一部と南辺の周溝には須恵器甕や横瓶の破片、 平瓦、 丸

瓦を蓋に用いて暗渠としている。 周溝には壁柱穴を5個確認した。 南側の壁柱穴は暗渠に覆われているこ

2 時期もしくは改修の可能性も考えられる。 残存壁高は28cmである。 カマドは検出できなかった

が、 南東隅に焼土の広がりを確認した。 床面では6個のビットを検出した。 遺物はl層から鉄滓、 床面か

ら土師器甕、 周溝から土師器杯・甕、 須恵器杯・甕•横瓶、 平瓦(IIB-b類2点、

とから、

II 8類l点） 、 丸瓦

(II B類l点） 、 壁柱穴の抜き取り穴から土師器杯が出土している。 土師器はすべてロクロ調整である。 壁

柱穴から出土した士師器杯は底部から体部下半にかけて手持ちヘラ削り再調整のものと回転ヘラケズリ再

調整のものとが重なって出土している。 須恵器横瓶はタタキ成形の後ロクロ調整を施し、 両端を円盤で閉

じている。
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ク、 地 山粒を含む。 埋土 P-5 
2 IOYR4/4褐色土 含む・ 周溝埋土 3 17.SYRS/4にぷい褐色土1地山プロックを含む．

7.5YR4/慣色土 ックを多凪に含む． P-6 
炭化物を含む。 貼り床 I I I OYR4/碑色土 1焼土 プロックを少Iii含む。

P -1 2 I IOYR5/碩褐色土 1地山プッロクを含む．

I I OYR4/4褐色土 地山粒、 マンガン粒を含む。 P -7 
2 I OYR4/6褐色土 炭化物、 地IIJ粒を含む。 I I IOYR4(Jにぶい黄褐色士1地山粒、 地山プロックを含む。

P-2 P-8 
I IOYR4/4褐色土 地山粒、 地 山 プロックを含む。 I I IOYRJ/4暗褐色土1マンガン粒を多く含む．

P-3 P-9 
I IOYR4/4褐色土 地山粒、 炭化物を小量含む． I I IOYR4/6褐色土1地山プロックを含む。

2 IOYR5/6黄褐色土 地山拉、 地山プロックを含む。 P ー10
P-4 I I I OYR4/6褐色土 1地山粒を含む．

I IOYR4/6褐色土 地山プロックを含む。 2 I IOYR6/8明黄褐色土 1地山プロックを含む•
2 IOYR5/I褐灰色土地山プロックを含む．

第 7 図 S1459竪穴住居跡
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I S1459 抜き取り穴 土緬器 杯 ［外面Jロクロナデ→手持ちへうケズリ 14 0 6 8 5.5 図版4-1 R-142 

(P- I) ［底面）手持ちヘラケズリ
［内面Iヘラミガキ→黒色処理

2 S1459 抜き取り穴 土閾器 杯 ［外iliilロクロナデ→回転ヘラケズ，) (13. 4) (6. 7) 3.4 図版4-2 R-143 
(P-1) ［駁面1 回転ヘラケズリ

［内iiii)ヘラミガキ→黒色処理
3 SJ459 聞清 土函器 甕 ［内外面）ロクロナデ (15.6) .. R-117 
4 S1459 周満 土蒻器 甕 ［内外面）ロクロナデ (14.0) Rー118
5 S1459 周溝 須恵器 横瓶 （外iliil平行タクキ→ロクロナデ→ケズリ 幅(48.2x29. 3) 図版4-3 R-138 

［内面］憮文当て道具痕→ナデ jlj端閉塞

第 8 図 S1459竪穴住居跡出土遺物(1)
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□二:5-
゜ 20cm 

池 遺構 層位 fil別 器種 特徴 備考 ロ径 庭径 器高 写立図版 登録番号
S1459 隅溝 須恵器 甕 （外面J平行タタキ→ナデ Rー141

（内面）ナデ
2 S1459 屑溝 丸瓦 （凹面l布目 DB棗 ’’ R-42 

（凸面Jロクロナデ
3 S1459 /11J清 平瓦 ［凹面J布目→ナデ TJB-b頸 ．． R-31 

［凸f!iil縄目クタキ→凹型台圧痕
4 Sl4S9 周溝 平瓦 （凹面l布目→ナデ 118類 ． ．  R-26 

［凸iliil縄目タクキ

第 9 図 S1459竪穴住居跡出土遺物(2)

，

 



, 、

〇- 20cm 

71 !! I :: I ご I [凹面） 布目→ナデr凸面�:13 タ タ キ→凹型台圧棋 J II B- b類
備考 写真臨反 1 登録番号

R- 5  

第 9 図 S1459竪穴住居跡出土遺物(2)

S1460竪穴住居跡

南北トレンチ南半部に位置し、 地山上面で検出した。 北側はSD476に壊され、 また西側は削平を受けて

いるため、 東辺と南辺の一部を検出したのみである。 SK483、 SD476、 SB467と重複して お り 、 SK483、

SD476よ り 古く、 SB467 よ り 新しい。 検出部分から 平面形は方形と考え ら れ、 規模は南北 4 m以上、 東西

2 m以上である。 方向は東辺でN - 16
°

-Wである。 床面はほぼ平坦であ り 、 地山を床としている。 埋土

は 1 層確認でき自然堆積である。 周溝は各辺にめ ぐ っ て お り 、 幅はI5,....,36cm、 東辺では壁がオーバーハ ン
グしている部分もある。 周溝内では 2 個の壁柱穴を発見した。 東辺では平瓦、 丸瓦を用いて暗渠としてい

るが、 北東隅では瓦をささえるための須恵器瓶も使われている。 壁は地山を壁として お り 、 残存壁高は18

cmである。 カマドは東壁の中央よ り やや南側の周溝上に付設されて お り 、 奥壁の一部と煙道部を検出した。

側壁は残存していないが、 補強材を据えたと見 ら れるピットを 2 個検出した。 燃焼部の奥壁は住居東壁を

掘 り 込んで作ら れている。 カマド内埋土 2 層は、鈍い黄褐色粘土プロ ックと焼土粒が多量に入ることから 、

天井あるいは側壁の崩落土と考え ら れる。 煙道部は長さI. 2m、 幅20,....,37cmであ り 、 先端には煙出しのピッ

トを検出した。 このピッ ト は、 径20cmのほぽ円形を呈し、 深さは10cmである。 煙道底面は西に向かっ て 傾

斜して お り 、 東端部と西端部の比高差は12cmである。 カマド前面に楕円形を呈する土堀 l 基、 ピット 6 個

を検出した。 遺物は周溝か ら 土師器杯・甕、 須恵器杯・甕 ． 瓶、 平瓦 ( II B - b類） 、 丸瓦 ( II B類） 、 煙

道部から 土師器杯・甕、 土城から土師器甕、 須恵器坪・甕、 埋土から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕が出土

している。 土師器はすべて ロ ク ロ 調整のものである。 須恵器杯では底部がヘ ラ 切 り 無調整のものが土堀か

ら出土し、 底部が回転糸 切 り 無調整で底径が小さい も のが埋土か ら出土している。

10 
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池 色関•土性
I IOYR4/6褐色土

2 IOYR4/31こぷい黄褐色土

3 IOYR3/3暗褐色土
4 IOYR3/3暗褐色土
5 7.5YR3/4暗褐色士

P -1 
I IOYR4/4褐色土

P·2 
1 7.5YR4/4褐色土
2 IOYR5/6黄褐色土

Pべ3
I IOYR4/31こぷい貿褐色土

2 IOYRS/3にぶい貿褐色土

三
--

゜ P4 P3 '? ◎ ill. �35. Im �34. 9m � 

応
ベiP, 心。 文

、 ri s メ
＼

＇ 

ヤ

.:>VO 
� 

P5 P6 

巳34.9m � ーGi'34.8m 

l:l: 
lC: 

Q -J げ
P7 PB 

Oo. � 三 ‘須恵器瓶P9 PS ,,,, 
I細

1-H 一H'•34.7m 

� 
pg 

t-I 35. 3m 
2m 

特徴 池 I 色 鯛 • 土 性 I 符微
地山粒、 炭化物を多覧に含む。 P-4 
地山プロック、 焼土を含む・ カマ ド内埋土 3 I 10YR4/4褐色土 1地山粒、 炭化物を小量含む．

炭化物、 地山粒を多量に含む。 焼土。 P - 5  
カマ ド内埋土 I I 10YR4/4褐色土 1地山粒、 炭化物を,Jヽ量含む．

焼、 炭化物を多且に含む・ カマ ド内埋土 P-6 
焼土、 炭化物を多盪に含む． カマ ド内埋土 l 

I 
7.5YR3/4暗褐色土

I
地山プロ ッ ク を少量含む．

焼土、 炭化物、 地山拉多揖に含む。 JIii溝埋土 焼土、 炭化物を多量に含む．

P-7 
地山粒、 地山ブロックを含む． I 

I 
IOYR4/3にぷい貿褐色土

I
焼土、 炭化物を多量に含む．

地山粒を含む．

地山粒、 炭化物を小量含む． P-8 
地山粒、 炭化物を'J、:1ft含む． I I 10YR4/4褐色土 l炭化物、 焼土、 地山粒を含む。

P - 9  
炭化物、 焼土を多量に含む． I I lOYRS/4にぶい黄渇色土 I地山粒を含む．

地山プロ ッ クを小l1含む。 2 I 10YR6/4にぶい貿橙色土 1地山ブロ ッ クを含む．

地山粒を含む。

第1 1図 $1460竪穴住居跡
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゜ 10cm 

ぐ二二/゚
20cm 

池 遺構 層位 腫別 器種 特徴 備考 口径 庭径 器麻 写n図版 登録番舒
I $1460 悶溝 須恵器 瓶 ［内外ilii) ロ ク ロ ナ デ R-65 
2 51460 1-1 須恵器 杯 ［内外面） ロ クロナデ "' (7.0) • •  R-69 

(P-6) ［底面l ヘ ラ キ リ
3 Sl460 l - 1 須恵器 杯 ［内外iiiil ロ ク ロナデ (13.6) (3.6) 3.4 R-60 

［底面l 回転糸切り
4 S1460 周溝 平瓦 ［凹面l 布目→ナデ DB·b類 . R-4 

［凸面J 縄目タクキ目→凹型台圧扱

第12図 S1460竪穴住居跡出土遺物(1)
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゜ 20cm 

賛 百 I: 三m三:f;;
備考

J I B 類
I I B 類
I I B 類

写n図版1 登線番号

醤百
第 1 3図 S1460竪穴住居跡出土遺物(2)

S1461竪穴住居跡

南北トレンチ南端部に位置し、 地山上面で検出した。 削平を受けているため西辺と南辺の一部が失われ

13 
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三
I 一 i 35. 0m B←
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→ 35. 0m C ← c· 

一i 34. 5m 

匂
゜ 2m 

ぬ 色調•土性 特徴
I IOYR4/6褐色土 地山粒、 地山プロ ッ ク を含む。

炭化物を少鑓含む・ 埋土
2 7.5YR2/3極陪褐色土 焼土粒、 炭化物を含む・ カマド埋土
3 IOYR4/4褐色土 地山粒を含む．

4 IOYR4/6褐色土 地11.J粒を少黛含む． 屑溝埋土
P ー1

I IOYR4/鵡色土 マンガン粒を含む．

P-2 
2 IOYR4/6褐色土 地山粒を含む。

第14図 S1461 竪穴住居跡

2 

゜ IOcm 

ぬ 遺構 層位 種別 器植 特徴 口径 底径 器涵 写只図版 登縁番号
I $1461 カマ ド下問溝 土偽器 杯 （外面） ロ ク ロ ナデ→手持ちヘラケズリ 13. 2 5.8 5.3 図版 4 - 4 R-59 

（底ilii) 手 持ちヘラケズ')
（内面］ヘラミガキ→黒色処理

2 S1461 床面 須恵器 杯 （内外面J ロクロナデ (15. 2) (6. 7) 4. I 図版4 - 5 R-61 
（底面1 回転糸切り

3 S1461 周溝 須恵器 瓶 （外面1 回転へうケズリ 、 0 クロナァ 8.0 Rー 1 1 2
（内面）ロクロナデ

第15図 S1461竪穴住居跡出土遺物(1)
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゜ 20cm 

油 辺構 図位 種別 器種 特徴 備考 口径 底径 器応 写真図版 登錢番号
1 Sl461 I ー 1 土師器 杯 ［外面）摩減 ［底面1 回転糸切り 5. 9 ● 9 R- 124 

［内面］ ヘ ラ ミ ガキ→黒色処理
2 Sl461 1 - 1  須恵器 杯 ［内外面l ロ クロナデ ぼ面1 回転糸切り .,. (6.3) R-66 
3 SI461 1 - 1  須恵沿 杯 ［内外面J ロクロナデ ［底面1 回転糸切り . .  5. 5 R-67 
4 S1461 周溝 丸瓦 ［凹iliil 布 目 （凸面） ロ ク ロ ナ デ II B類 " R-41 
5 S1461 周洞 丸瓦 ［凹面）布目 （凸面）ロクロナデ II B類 R-40 
6 S1461 周溝 丸瓦 ［凹面J 布目 （凸面J 0クロナデ II類 ’’ R-32 

第1 6図 S1461竪穴住居跡出土遺物(2)
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。 20cm 

池＿
l＿
2-
3-
4

m

言＿
坤一
呻

芸＿
m-
芸一m

翌
亘
翌

特徴

［凹面｝ 布目 ［凸面］ 縄タタキ目→ロクロナデ

［凹面J 布目 （凸面］ ロクロナデ

［凹面J 布目 （凸面J 縄タタキ目→ロクロナデ

［凹面J 布目 （凸面） ロ ク ロ ナ デ

備考 写真図版

D B - a 類—· — 
D B 類- -- -
O B - a 類

D類

登録番号●'" 
R-33 -― 
R--43 
R-35 
ー "'" "
R-34 

第17函 S1461竪穴住居跡出土遺物(3)
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ベニ］、｀

こ＼ ゜ 20cm 

□3 
。 10cm 

地 泣構 陪位 種別 特徴 鑓考 写哀図版 登紐番号
S1461 周溝 丸瓦 （凹面J 布目 （凸面J ロ ク ロ ナ デ II類 R-44 
Sl461 l ー 1 丸瓦 ［凹面J 布目 ［凸面J ロ ク ロ ナ デ 11 B類 R-95 

S1461 1 - 1 砥石 ［石材J 花閾岩 図版 5 - 5 R-108 

第18図 S1461 出土遺物(4)

ている。 平面形は方形で、 規模は東西4. 4m以上、 南北3. 7mである。 方向は東辺でN-15
°

-Wである。

床面はほぼ平坦であり、 地山を床としている。 埋土はl層で、 自 然堆梢と思われる。 周溝はカマドの下を

含む各辺にめ ぐってお り 、 北東隅には丸瓦を蓋に用いて暗渠としている。 周溝には壁柱穴を 4 個確認した。

残存壁高は26cmである。 カマ ドは東辺に位置し燃焼部のみ検出した。 規模は東西80cm、 南北50cm以上であ

る。 遺物は床面から土師器杯、 須恵器杯、 周溝から土師器杯、 須恵器甕 ． 瓶、 丸瓦 ( II類5 点、 II B類 l

点、 II B - a類2 点） が出土している。 土師器はすぺてロクロ調整である。 周溝から出土した土師器杯は

底部のみに回転ヘラケ ズ リ を施しているが、 それ以外の土師器杯、 須恵器杯の底部はすべて回転糸切り無

調整である。 l 層から 「占」 の刻印がなされている丸瓦 ( Il B類） が 1 点出土している。

S1462竪穴住居跡

東西ト レ ンチ西端に位置し、 III b 層上面で検出した。 平面形は方形で、 規模は東西1 . 8m以上、 南北3. 1 

17  



a- ,vc
 I W03 

SI462 

S12 

<1 

CD
 

S12 

® 

地 色調 ・ 土性 特徴
IOYR4/4褐色土 地山粒＊ 地11.Jプロ ッ ク を,J、.Ill含む． 埋土
IOYR4/6褐色土 地山粒、 地山プロックを含む。

炭化物を小鼠含む・ 埋土
JOYR4/4褐色土 地山粒、 炭化物を小量含む。 周溝埋土

4 IOYRS/6黄褐色土 炭化物を少量含む・ 周溝埋土
5 7.5YR3/4陪褐色土 焼土を多量に含む。 炭化物を少lil含む．

カ マ ド内埋土
6 IOYR4/4褐色士 地山プロ ックを含む．

7 IOYR5/8貿褐色土 地山プロ ッ ク を多麗に含む． 貼床

゜ 2m 

第19図 S1462竪穴住居跡

� 

゜ 1 0cm 

＇ゞ‘ 3 

ヽ ゜ 20cm 

請
種別

器
種 特徴

�
:;:;; [庇面J へう キ リ

丸

備考

II類
二1 ; 1 

器
� I こ

図

版 I 冒
第20図 S1462竪穴住居跡出土遺物

mである。 方向は東辺でほぽ座標北に沿う。 傾斜によって低くなっている南西部分を地山ブロックが多量

に含む黄褐色土で床を貼り、 平坦にしている。 埋土は 調査区西壁断面の観察では2層認められ、 いずれも

18 



自然堆栢土である。 周溝は各辺にめぐっている。 残存壁高は43cmである。 調査区の断面においてカマドの

可能性がある焼土層を確認できた。 長さ1. 2m 、 高低差は14cmである。 遺物は床面から 回転糸切り無調整の

須恵器杯と平瓦、 周溝か ら 丸瓦 ( II類） が 1点出土している。

$1463竪穴住居跡

東西トレンチ中央部に位置し、 地山上面で検出した。 ほ とんど削平されており、 北辺と東辺の周溝が残

存 し ているのみである。 平面は方形と考え ら れ、 その規模は東西 3 m以上、 南北1 . 4m以上である。 方向は

東辺でN- 1° -Wである。 周溝埋土は2層確認でき 、 いずれも自然堆積である。 カマドは削平により確

認できなかった。 遺物は、 周溝より土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕が出土している。 土師器はすべてロクロ

調整である。 土師器杯は回転ヘラケ ズ リ 再調整のものであり、 須恵器坪は回転糸切り無調整である。

S12 

El2 

Sl2 A I- A' 
ー �35.2m

゜
CD ゜

゜

゜
u ゜

• 池 色闘 • 土性 特徴
10YR4/6褐色土 地山粒を含む。 周溝埋土
7. SYRS/8明褐色土 地山プ ロ ッ ク を 多 く 含む。

Bl2 
周溝埋土

第21 図 $1463竪穴住居跡

＼ 卜 支

虜 ゜ 10cm 

層位 種別 器種 特徴 口径 底径 醤悩 写只図版 登録番号
S1463 I 閲溝 土師器 杯 ［外面］ 摩滅 ［底面1 回転ヘラケズリ , .  7.3 ● 9 R-126 

［内面l ヘ ラ ミ ガキ→黒色処理
周溝 須恵器 杯 ［内外面J ロクロナデ ［底面J 回転糸切り (13.2) (5.4) (4.1) R-62 

検出面 須恵器 杯 ［内外面l ロクロナデ ［底面l 回転糸切り •• (6.0) R翁

第22図 S1463竪穴住居跡出土遺物

19 



$1464竪穴住居跡

南北ト レ ン チ北端に位置し、 m a 層上面で検出した。 遺構のほとん どが調査区外に延びているため確認

にとどめた。 重複関係にあるSB465とは直接的な切り合いはないものの、 ill a 層との上下関係からこれよ

り新しい。 平面形は方形と推定され、 規模は東西 1 . 3m以上、 南北80cm以上である。 方向は東辺でN-21°

-wである。 カマドは東辺に位置し、 調査区の北壁で南側壁と煙道を確認できた。 煙道の長さは55cmで、

高低差は27cmである。 遺物は出土していない。
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IOYR4/6褐色土
IOYR4/6褐色土
SYR4/8赤褐色土
IOYRS/6黄褐色土
5YR5/8lJI赤褐色土

特徴
地山粒を1Jヽ量含む。 埋土
地山プロ ッ ク を多量に含む。 カマ ド内埋土
焼土。 カマ ド内埋土
地山粒を少蜃含む・ カマ ド内埋土
カマ ド内埋土
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柱痕跡 ゜ Im 

第23図 S1464竪穴住居跡、 S8465掘立柱建物跡
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編考

第24囮 S8465掘立柱建物跡出土遺物

巧真図版 登録番号
R -30 

S1487竪穴状遺構

南北 ト レ ンチ中央部に位置し、 地山上面で検出した。 SI458、 SD473と重複してお り 、 これよ り 古い。 遺

構のほとんどが調査区外に延びているため、 確認にとどめた。 遺物は土師器甕が出土している。

S8465掘立柱建物跡

調査区北端に位個し、 田 a 層除去後に地山上面で検出した。 西側が削平を受けていることや北側が調査

区外に延びているため、 東西柱列 2 間と南北柱列 1 間 を 確認したにすぎない。 重複しているSI464と直接的

な切 り 合いはないが、 田 a 層との上下関係からこれよ り 古い。 柱穴はl基が円形ほかはすべて方形で、 一

辺42cm"-'70cmを計る。 すべての柱穴で柱痕跡を確認し 、 直径 l6cm"-'22cmである。 方向は東側柱列でみると

゜

CD 

尺ム
� �34.7m 

抜取穴

ミ

� 

S1459 ゜
N03― ーN03

晶 � 34. 7m 

ロニ
。 Im 

。
0

0
 

2m 

第25図 S8466掘立柱建物跡
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N-16
°

-Wで あ る 。 東側の柱間は2. 2mで、 南側の柱間は東よ り 2. 3m、 2. lmで あ る 。 遺物は土師器甕と

平瓦 ( II B 類 l 点） が出土 し て い る 。

S8466掘立柱建物跡
南北 ト レ ン チ中央部に位置し 、 地山上面で検出 し た。 北側はS0473に よ っ て壊さ れて い る こ と や、 西側

が調査区外に延びて い る た め、 東西柱列 l 間 と 南北柱列 3 間を確認 し たのみである 。 SI459、 S0473 と 重複

し て お り 、 こ れ ら よ り 古い。 柱穴は一辺50cm"'65cmの方形で、 深 さ は48cm残存 し て い る 。 2 基の柱穴に柱

痕跡を確認し 、 規模は 13cm"'22cmで あ る 。 北よ り 2 番 目 の柱穴では瓦を使用 し て礎盤 と し て い る 。 方向は
東側柱列でN-14

°
-Wである 。 東側の柱間は北よ り 1 . 8m、 1 . 9m、 2. 0mで、 南側の柱間は2. 3mで あ る 。

遺物は、 礎盤 と し て使用 さ れた平瓦 ( II 8 - b類） が 1 点出土 し て い る 。

□二二>/ 0 20cm 
l . ..c: 二―:::1::● =-:.....:...1.:.. —● ·--=L —:__J 

地 迫構 駁位 種別 特徴
I I s細 I掘 り 方埋土I 叩瓦_ J [凹iliil _布目→ナデ ［凸面l 縄目クク＿キ 目→l!!J_型台圧痕In a- b類 礎盤

傭考 写立図版 1 登録番号
Rー153

第26図 S8466出土遺物

S8467掘立柱建物跡

南北 ト レ ンチ南半部に位置し 、 地山上面で検出 し た東西 2 間、 南北 2 間の総柱建物跡であ る 。 SI460、

SK484 と 重複 し てお り 、 こ れ ら よ り 古い。 平面規模は東側柱列で総長4. 7m、 柱間が北 よ り 2.4m · 2.3m、

北側柱列で総長3. 6m、 柱間が西よ り l . 9m·l . 8mである。 方向は東側柱列でN-23
°

- Wで あ る。 柱穴は
一辺20......,35cmの隅丸方形で、深 さ は37cm残存 し て い る ， 1 個の柱穴では柱痕跡を確認 し た。 遺物は土師器杯・

甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 瓶、 丸瓦 ( II 類） が出土 し て い る。
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第27図 S8467掘立柱建物跡柱穴断面図
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第28図 S8467掘立柱建物跡

S8468掘立柱建物跡

CD 

！ 

゜ 2m 

東西トレンチ西側に位置し、 地山上面で検出した。 また西側部分は削平を受けていることや、 南側部分

は調査区外に延びているため、 東西柱列 l 間、 南北柱列 2 間を確認したのみである。 柱穴は径44...._,60cmの

円形で あ り 、 深さは44cm残存•している。 柱は北東隅柱を含む北辺で抜かれてお り 、 それ以外の柱穴で柱痕

跡を確認した。 方向は東側柱列でN-17° -Wである。 東側の柱間は北よ り 、 2. 0m、 I . 9mで、 北側の柱

間はl . 8mである。 遺物は出土していない。

S8469掘立柱建物跡

東西トレンチ中央部に位置し、 地山上面で検出した東西 2 間、 南北3 間以上の南北棟建物跡である。 南

西側の柱穴は削平を受けたことによ り 失われている。 SI463と重複しているが、 直接的な切 り 合い関係がな

いため新旧関係は不明である。 柱穴は径約22cmの円形であ り 、 深さは50cm残存している。 柱はすべて抜き

取られている。 方向は東側柱列でN - 1 ° - E である。 東側の柱間は北よ り 1 . 7m、 1 . 6m、 1 . 8mで あ り 、

北側の柱間は東よ り 1 . 8m、 1 . 5mである。 遺物は出土していない。
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第29図 S8467掘立柱建物跡柱穴断面
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SA490A·B柱列跡

南北 ト レ ンチ中央部に位置し 、 II 恩上面で検出 し た。 SD473 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り 新 し い。 同位置

で 2 時期の変遷があ り 、 A期の柱は新 し い掘 り 方に よ っ て 抜 き 取 ら れて い る 。 B 期のすべてに柱痕跡を確

認 し た。 B期の柱穴は円形で、 規模は径約32......,47cmであ る 。 柱痕跡は径 I0......,16cmであ る 。 総長は5. 9mで、

柱間は北から 1 . 8m、 1 . 9m、 2. 3mで あ る 。 方向は N - 5
°

-Wであ る 。 遺物は出土 し て い な い。

SA491 柱列跡

南北 ト レ ンチ中央部に位囮し 、 地山上面で検出 し た。 SD472、 SD473 と 重複 し て お り 、 こ れ ら よ り 古い。

北側 2 つの柱穴で柱痕跡を確認 し た。 柱穴の規模は、 43cm......,45cmで、 柱痕跡は 1 2cm......,16cmで あ る。 総長さ

は5. 2mであ り 、 柱間は北から 1 . 8m、 1 . 5m、 1 . 9mで あ る。 方向は N - 5
°

-Wであ る 。 遺物は土師器杯・

甕が出土 し て い る。

N09 

1-n 
W03 SA490 0 2m 

第30図 SA490A·B柱列跡、 SA491 柱列跡
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第31 図 SA490A·B柱列跡柱穴断面

SD472A·B溝跡

南北トレンチ中央部に位置し、 II 層上面で検出した。 S0473、 SA490、 SA49l と重複し て お り 、 これら

よ り 新しい。 ほぼ同位置で 2 時期確認できた。 西端は調査区外に延びており 、 南端は沢状の落ち 込みによっ

て壊されている。 確認した長さは約12mである。 いずれの時期も東西方向か ら 南北方向に大き く 屈曲して

いる。 規模は新しいもので東西に約4. 6m、 南北に約7. 8m延びている。 幅は42cm-l. l mで、 深さは 5 .......,46 

cmである。 方向は南北方向でN - 3 °

-W、 東西方向でW- 5
°

- Nである。 底面はコ ー ナ 一部分が最も

高く 、 南と西に向かって傾斜している。 南北の比高差は33cmであり 、 東西の比高差は31cmである。 埋土は

自然堆積土である。 逍物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕、 無釉陶器甕、 磁器碗が出土している。

SD473溝跡

南北 ト レンチ中央部に位雁し、 II 層上面で検 出 し た。 SI458、 SB466、 SD472、 SA490、 SA49Iと重複し

ており 、 SD472、 SA490よ り 古 く 、 SI458、 SB466、 SA491よ り 新しい。 幅は1. 3.......,2. 7mで東か ら西に向かっ

て広がっている。 深さは38-6lcmである。 両端とも調査区外に延びてお り 、 確認した長さは7. l mである。

方向は E - 7
°

- Nである。 底面は西に向かって傾斜しており 、 その比高差は66cmである。 埋土は自然堆

積土である。 逍物は、 土師器杯・甕• 高台付杯、 須恵器杯・甕 • 瓶、 平瓦、 無釉陶器甕が出土している。
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遺構 No. 色潤•土性
SD472A I lOYRJ/4暗褐色土

7.5YR3/4陪褐色土 地山粒 を 多 く 含む
SD472B 3 7.5YR4/6褐色土 地山粒を 多 く 含 む
SD473 I IOYR6/4にぷい黄褐色粘土

IOYRS/4にぶい黄褐色粘灯土
3 IOYR3/岬褐色土
4 IOYR5/3にぶい黄褐色粘土

SD476 I IOYR4/6褐色土 地山プロックを小量含む

第32図 S0472A·B溝跡、 S0473溝跡、 S0476溝跡断面
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SD476溝跡

南北ト レ ンチ 南半部に位置し、 Ill b 層上面で検出した。 SI460と重複して おりそれよ り新しい。 平面形は

東から西に向かって幅が広がっ て いる。 両端とも調査区外に延びており 確認した長さは7. 4mである。 幅は

1 .  0 ......... 2. 7mで、 深さは19......... 61cmを 計る。 方向は E - 4 ° -Nである。 底面は西に向かっ て 傾斜してお り 、

その比高差は1 . 6mである。 埋土は自然堆栢土である。 遺物は土師器杯・甕、 須恵器杯 ・ 甕・瓶、 平瓦、 丸

瓦、 天目茶碗、 無釉陶器甕が出土している。
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···---
SD472A . . 
SD472A 
SD473 • 一 ・・•一
SD473 

昌
昌―〗

種別""' " 
磁器

焦釉陶器
鶯釉陶器•一
焦袖陶器

手＿
甕一
甕一
甕

特徴
［外面文様］ 不明 ［内面文様1 ナシ
［内外面］ ロ ク ロナデ
［外面1 ナデ、 自然釉 ［外面］ ヘラナデ
［内外面1 ロ ク ロ ナ デ

第33函

備考
肥前産

写真固版•一
図版5 - 3
—. ' 
図版5 - 1
図版5 - 2

豆鯰番号—-· 一
Rー158
R-89 
R- 9 1  
R-87 

SD472A·B溝跡、 SD473溝跡出土遺物
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4

品
翠一〗

紐

E-
〗一
〗一
〗

種別
無釉陶器- --· — 
慧釉陶器, . _  .. , . . .  一
焦釉悶器
慧釉陶醤

種＿
甕一
甕一
甕一
聾

器
特徴

［内外面） ロ ク ロ ナ デ
［内外面） ロクロナデ
［外面l 平行タタキ ［内面） ナデ
［内外面） ナデ

備考 写仄図版 登錢番号ー .. .● • • 一
R-90 
R-88 
R-135 , ·- - ·· ·· 
R-140 

第34図 S0473溝跡、 S0476溝跡出土遺物

SK479土壊

南北トレ ンチ中央部に位置し、 S1459埋土上面で検出した。 西側は調査区外に延びているため全体を確認

できなかったが、 平面形は不整形 と 考えられる。 規模は80cmX44cm以上、 深さは9 cmである。 壁は緩やか

に立ち上がっている。 埋土は 1阿で自然堆積土である。 逍物は土師器甕、 把手付土器が出土している。 把

手付土器は非 ロ ク ロ 調整である。 把手部は中空で手持ち ヘラケズリ調整が施 されてお り 、 杯部は内外面と

もナ デ調整が加えられている。 把手部と 杯部の接合部は、 粘土を貼 り 付けた後ナ デ調整で仕上げている。

体部下 半 と 底部は摩滅してお り 調整等は不明だが、 2 次加熱を受け赤褐色に器面が変色している。
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遺構 池 色関 • 土性 特徴
SK479 I 7. 5YR4/4褐色土 焼土プロ ッ ク 、 炭化物を多 く 含む。

SK481 I IOYR3/4暗褐色土 地山粒、 炭化物を小量含む．

SK482 I IOYR3/4暗褐色土 地山粒、 炭化物を中量含む・ 焼土粒を少lil含む。
SK483 I 7.5YR3/4暗褐色土 焼土多fitに含む• 炭化物を中黛含む。

SK484 I IOYR4/6褐色土 地山粒を中量含む． 炭化物を少量含む．

IOYR3/2黒褐色土 地山粒を少量含む． 炭化物を多凪に含む．

SK485 I IOYR4/6褐色土 旭山ブロ ッ ク を少紐含む．

IOYRS/6貿褐色土 地山粒 • プロックを含む．

SK486 I JOYR4/6褐色土 炭化物少凪、 地山粒を少量含む．

第35図 SK479、 SK481-486土濃

SK481土壊

南北トレンチ南半部に位置し、 地山上面で検出した。 平面形は円形で、 規模は長径68cm、 短径65cm、 深

さ1 6cmである。 壁は緩やかに立ち 上がっている。 埋土は 1 層で自然堆積土である。 遺物は土師器杯· 甕、

須恵器甕 ． 瓶が出土している。

SK482土壊

南北トレンチ南半部に位置し、 地山上面で検出した。 平面形は円形で、 規模は長径46cm、 短径39cm、 深

さ10cmである。 壁は緩やかに立ち上がっている。 埋土は l 層で自然堆梢土である。 造物は土師器杯 ・ 甕、

須恵器杯・甕、 灰釉陶器皿が出土している。
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 ゜ 10cm 

゜ 20cm 
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特徴 傭考 口径 店径 器店 写真図版 登紐番号
SK479 l ー 1 土lllli器 把手付土器 ［内外面J ナデ ［把手J ケズリ (15. 7) 12.0 8.2 図版 4 - 6 R-57 

［庭面J 摩減、 2次加然の痕跡lJ り
SK483 1 - 1 土師器 甕 ［内外面） ロクロナデ (21. 7) " R-149 
SK483 1 - l 土師器 聾 ［内外面）ロクロナデ (16.9) R- 148 

4 SK483 1 - 1 丸瓦 ［凹面J 布目 ［凸面） ロ ク ロ ナ デ II類 ．． R-22  

第36図 SK479、 SK483土壊出土遺物

SK483土塘

南北トレンチ南半部に位置し、 SI460埋土上面で検出した。 SI460と重複してお り 、 これより 新しい。 ま

た、 南西隅に焼土の塊、 東側面には火を受けた石が埋められている。 平面形は円形で、 規模は長径70cm、

短径61cm、 深 さ 25cmである。 壁はほぽ直に立ち上がっている。 埋土は l 層で人為堆積土と思われる。 遺物

は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・甕、 丸瓦 II類が出土している。

SK484土壊

南北トレンチ南半部に位慨し、 地山上面で検出した。 SB467と重複してお り 、 これよ り 新しい。 平面形

は楕円形で、 規模は長径105cm、 短径90cm、 深 さ 21cmである。 壁は緩やかに立ち 上がっている。 埋土は 2 層

で、 自然堆積土である。 遺物は上層から土師器甕が出土している。
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SK485土壊

南北トレンチ南側に位筐し、 地山上面で検出した。 平面形は楕円形で、 規模は長径80cm、 短径62cmであ

る。 壁は緩やかに立ち上がっている。 埋土は4層でいずれも自 然堆積である。 遺物は出土していない。

SK486土壊

東西 ト レ ンチ西側に位置し、 地山上面で検出した。 平面形は方形である。 壁は緩やかに立ち上がってい

る。 規模は、 南北74cm東西78cm、 深さは 16cm,....,34cmである。 埋土は 1 層で自然堆積土である。 遺物は土師

器甕、 須恵器杯が出土している。

遺構外出土の遺物

堆積層からは土師器、 須恵器、 灰釉陶器、 緑釉陶器、 陶磁器、 青磁、 丸瓦、 平瓦、 砥石、 古銭が出土し

て いる。
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No. 層位 種別 器樋 符微 備考 口径 旺径 器石 1J.其図版 豆鐸番号
I lll b層 土師器 杯 （外庇iliil 頗滅 底部ヘラガキ 5.0 ... R姻

［内面J ヘ ラ ミ ガキ→焦色処理
2 1 m 土師器 甕orffi ［内外面l ti ク ロ ナデ 折り返し口緑 R-156 
3 1 層 土邸器 甑 ［内外面l ロ ク ロ ナデ (20.0) R-155 
4 1 /IIJ  須恵器 双耳杯 ［外i!ii] ケズリ （内面］ ロ クロナデ " ' R ー147
5 I 隈 須恵器 甕 ［内外面l ロクロナデ (17.9) R- 56 
6 ＂＂ 灰釉陶器 皿 ［内外面l ロ ク ロ ナデ、 三日月高台 (7. 1) R-101 
7 I 層 緑釉陶器 llll ［内外面J ロ ク ロナデ、 輪府台 (7. 9) ． ．  R-102 
8 I 層 円盤状土製品 中世陶器すり鉢 ．． ．． ．  R- 100 ， I II 寛永通宝 文銭 R-105 
10 ＂眉 寛永通宝 文銭 R一106

第37図 遺構外出土遺物(1)
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No. 層位 植別 特徴 備考 写仄図版 登緑番句
1 ［ 層 軒丸瓦 頂弁蓮華 文 R-97 

［ 罰 軒平瓦 頂弧文 R-98 
l 恩 平瓦 ［凹面J 布目→ナデ （凸面J n B- a 類、 刻印 「物」 図版5 - 6 R-94 

mb削 平瓦 ［凹面］ 布目→ナデ ［凸面］ II B類、 刻印 f勿J 図版 5 - 7 R-96 
l 層 砥石 ［石材J 凝灰岩 R-109 
l 屈 砥石 ［石材J 粘盤岩 R -111 
l 庖 砥石 ［石材J凝灰岩 R- 110 

第38図 遺構外出土遺跡(2)

33 



4 ま と め

今回の調査では、 竪穴住居跡 7 軒、 掘立柱建物跡 5 棟、 溝跡 3 条、 土城 6 基、 柱列跡 2 条を検出してい

る。

時期 古代

(SB465) ---- III a 層 → (SI464) 
(SI487) → SI458 

S
B4

66→三三
(SK483) 
(SK484) 

中世

S0473 

• 

S1463 ................................. ..,. (SB469) 

S1461 
(S1462) 

※ →は重複関係を示す

I 近世

SA490 - SD472 

- SD476 

（ ） は明確な時期が不明なもの

以下、 時代 ごとに重複関係を整理しながら 年代の検討をおこなう 。

く古代＞

今回の調査における出土逍物を見ると、 土師器のほとんどはロクロ調整であることと、 須恵系土器が一

切出土していないことが指摘できる。 このことから 、 今回検出した古代の遺構はおよそ 9 世紀代を中心と

するものと考え ら れる。

SI458とS1487は重複関係があり、 SI487→SI458の変遷が確認できた。 SI458のカマ ドか ら 出土した土師器

甕は、 外面をタ タ キ成形の後ロク ロ調整をしている。 近年、 多賀城跡の調査において出土土器の変遷の詳

細な検討が行われている。 このような特徴を持つ土器は、 8 世紀末か ら 9 世紀前葉頃と さ れる第62次調査

第 I 群土器 （註 1 ) と 9 世紀第 3 四半期とさ れる五万崎地区のSK2272出土土器群（註 2 ) の中に見 ら れる。 こ

れ ら 二つの土器群は天長 9 (832) 年以降に使用 ・ 廃棄 さ れた第60次調査のSE2I0l B 第III 層出土土器群を間

にはさ んで前後する。 このことか ら 、 SI458は 8 世紀末か ら 9 世紀第 3 四半期と考え ら れる。

SI459、 SB466、 SK479は重複関係があ り 、 SB466→SI459→ SK479の変遷が確認できた。 SI459の壁柱穴

の抜き取 り 穴か ら は 2 つの土師器杯が共伴して出土している。 ひとつは手持ちヘラ削 り 再調整のものであ

り 、 ひとつは回転ヘラケ ズリ再調整のものである。 このよ う な特徴か ら下限は 9 世紀中葉と考え ら れる。

また、 これよ り 古いSB466か ら 政庁第III期にともなう平瓦IT B - b類が礎盤として使用さ れていることか

ら 、 8 世紀末が上限と考え ら れる。 掘立柱建物跡の耐用年数な どを考慮すれば、 SB466は 8 世紀末以降、

SI459は 9 世紀前半～中葉と考えられる。 なお、 SK479か ら は非ロク ロ調整の把手付土器が出土しているが、

他に共伴する遺物が出土していないため 9 世紀後葉以降と考え ら れる。 把手付土器は、 底径が大きい杯に
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外面にヘラケズ リ 調整を施した中空の把手がつ く 。 このような土器は、 鉄鍋を模倣したも の と 考え ら れ、

福島県本宮町関畑逍跡や青森県源常平遺跡などか ら 同様のものが出土している。 また、 把手付の鉄鍋は多

賀城跡第14次調査324号住居跡や秋田城跡か ら 出土している。 一方、 このような把手付鉄鍋の模倣は古代末

の北東北において在地化し盛行する。 三浦氏の編年による と 把手付土器は1II 一 2 期の土器群 (10世紀末か

ら 11世紀前葉） か ら 出現しIV期 (11世紀中葉から 12世紀前葉） を と おして土器組成の中で一定の位置をし

める（註 3 ) 。 今回出土し た土器は胎土に白針状物質を含む こ と か ら在地産の可能性が高いもので、 また、

北東北で一般的に出土するものと はその形態に相違点が認め ら れる。

SI460 と SB467は重複関係があり、 SB467→SI460の変遷が確認できた。 SI460に伴う土城か らは回転ヘラ

切り無調整の須恵器杯、 周溝か らは平瓦のIIB-b類が出土している。 また埋土か ら は底径が口径に比し

てやや小さい回転糸 切 り 無調整の須恵器杯が出土して お り 、 SI460の年代は 9 世紀後半以降 と 考え ら れる。

SI461のカマド下の周溝か らは回転ヘラケズ リ 再調整の土師器杯が出土している。 出土状況か ら カマ ド構

築以前のものである。 また、 床面から 回転糸切 り 無 調整の須恵器杯が出土している。 これら の遺物の特徴

より、 SI461の年代は 9 世紀中葉 と 考え ら れる。

SI463の周溝か らは底径が口径に比してやや小さく 、 体部が直線的に立ち上がる須恵器杯が出土し てい

る。 このこ と か ら 、 SI463の年代は 9 世紀後半 と 考え ら れる。

そのほか、 SI464 、 SB465 、 SB468か ら はま と まっ た遺物が出土していないため出土遺物か ら その年代

を特定できない。 ただし、 その方向につ い て み る と 、 年代が明 らかなSB467、 SB466 と ほぽ一致するこ と

か ら 、 およそ 9 世紀代 と 考え ら れる。

く 中世＞

中世の遺構 と 考え ら れるのはSA490、 SA491 、 SD473である。 これ ら は重複関係よりSA491→SD473→ 

SA490の変遷が確認できた。 SD473か ら は無釉陶器甕の体部が出土している。 その胎土の特徴か ら 東海産

の可能性が考え ら れる。 このこ と か ら 、 SD473の年代はおおよそ中世 と 考え ら れ、 これよ り 新しいSA490

も同様の時期に推定できる。

く 近世＞

近世の遺構 と 考え ら れるのは、 SD472 、 SD476である。 SD472か ら 出土した磁器碗は18世紀頃で、 また、

SD476か ら は17世紀頃の天目茶碗の破片が出土している。

なお 、 SB469は方向がほぽ座標北を指すこと や掘り方が小さいこと などから 、 古代の掘立柱建物跡 と は

違っ た様相を示す。 遺物が出土してないため明確な年代は不明であるが、 お よそ中世以降 と 考えて お く 。

〔註〕

（註 I ) 宮城県多賀城跡調査研究所 『宮城県多賀城跡調査研究所年報1992』

（註 2 ) 宮城県多双城跡調査研究所 『宮城県多費城跡調査研究所年報1994』

（註 3 ) 三浦圭介 「日本海北部 に お け る 古代後半か ら 中世にかけての土器様相」 シ ン ポ ジ ウ ム 『土器か らみた中世社会の成

立』 1990
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第39図 本次調査区 と周辺調査区の遺構配置図
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写真図版 1

南北 ト レ ンチ遺構完掘状況

（北か ら ）

東西 ト レ ンチ遺構完掘状況

（西か ら ）

S1459竪穴住居完掘状況
（南か ら ）
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写真図版 2

S1460竪穴住居跡

S8467掘立柱建物跡完掘状況

（西か ら ）

S1461 竪穴住居跡完掘状況

（西か ら ）

Sl462竪穴住居跡完掘状況

（西か ら ）



写真図版 3

S8465掘立柱建物跡完掘状況

（北か ら）

$8466掘立柱建物跡完掘状況

（東か ら ）

S8468掘立柱建物跡完掘状況

（南か ら ）
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写真図版 4
1 -...  3 $1459竪穴住居跡 4 、 5 $1461竪穴住居跡 6 SK479土壊
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写真図版 5

1 、 2 SD473溝跡 3 SD472溝跡 4 I 層 （青磁） 5 $1461竪穴住居跡 6 、 7 Ill層
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II 高崎遺跡第31次調査
l .  高崎遺跡の概要

高崎逍跡は、 特別史跡多賀城廃寺跡を取り巻くようにあり、 東西約1 . 2km、 南北約 1. 1kmの広さを有して

いる。 逍跡が立地する丘陵は、 松島丘陵から派生したもので、 塩定市方向から西へ次第に標高を減 じ多賀

城市北部で沖梢地に接している。

本遺跡は古墳時代から近世にかけての複合遺跡であり、 特に遺跡の西半部において奈良 • 平安時代の迫

構・遠物が顕著に見られる。 特に多賀城廃寺周辺では鉄製匙、 灰釉陶器の浄瓶、 多羹の燈明皿などが出土

しており、 これらは仏教儀式に使用されたものと 考えられている。

2. 調査に至る経緯と経過

本件については、 個人住宅建築計画に係るものである。 当該区周辺では 3 回にわたって調査を実施して

いたが、 これらの調査では、 遺構の分布は希薄であったことから不明な部分も多かった。 計画では地山ま

で削り取る工法のため、 当初は確認調査を行い、 逍構が発見された場合には事前調査として調査を実施す

ることにした。 3 月 IO 日に地権者より承諾書の提出を受け、 確認調査に入る。 3 月 15 日溝 • 土堀等を発見

し、 事前調査として対応する必要が生 じ た。 その後、 日程等の調整を行い 4 月 1 1 日から調査に着手した。

以下、 調査経過について簡単に記述する。 13 日平面図作成用の基準点を設定する。 溝、 土城の他、 新たに

性格不明造構を発見する。 各遺棉を掘り下げ平面図を作成。 23 日全景写真撮影、 25 日地形測量及び土層注

記を行い調査を終了した。

3. 調査成果

今回の調査によ っ て溝 2 条、 土城 2 基、 性格不明遺構 l 基を発見した。 これらの遺構はすべて地山上面

で検出した。 遺構間の重複関係はなかった。

(1)発見遺構

$01490溝跡

調査区北側で検出し、 蛇行しながら東西方向に延びる溝である。 確認できる長さは約17m以上である。

規模は上幅0. 8-1.0m、 下幅2Q........ 50cm、 深さ26-32cmである。 底面は幾分凹凸があり、 壁は緩やかに立ち

上がっている。 埋土は 3 層に分恩され、 いずれの層もしまりに欠けている。 遺物は土師器杯 • 高台付杯、

須恵器杯が出土している。 遺物はいずれもロ ク ロ 調整が施されたもので、 土師器杯は底部回転糸切り無調

整である。

A A' 
f-21, 800m I -J 

こ゚
Im 

II三且言）［ 卜I::::ピL含む

第 1 図 SD1490断面図

l ゜ 5cm 
I I I I 

No. 樋別 層位 符徴 口径 底径 器高 登録番号
I 土師器 ・ 杯 I 庖 （外i!iil ロクロナデ (14.2) (5.6) (4. 25) R S 

（内面J ヘ ラ ミ ガキ •黒色処理
土師岱• 高台9寸杯 I 困 （外面］ ロ ク ロナデ 6. 95 R G 

［内面l ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理

第 2 図 SD1490出土遺物
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第 3 図 遺構全体図

SD1491 溝跡

調査区西側SK1492とSX1489の間に位置する。 長 さ 約 I mほどの東西方向の小溝である。 規模は上幅20

"-'30cm、 下幅 7 "-'lOCm、 深 さ 10cmである。 底面は平坦で、 壁は垂直気味に立ち上がる。 埋土は単恩である。

遺物は土師器杯 2 個が一部重なり 合った状態で出土してお り 、 いずれも回転糸切 り 無調整である。

ー
が

ジ．． ＿
怠’

3

澤
｀

●ー
・

0 5cm 
I I I I .1,., .. ,.1 

池 1 樟jJJ li'1位 特微 口径 寇径
I I士薗器 ・ 杯 I阿 ［外面） ロ ク ロナデ 15.9 6. 4 

（内面） ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理

2 I士綽閥 ・ 杯 ＂， ［外面） ロ ク ロナデ (13.4) (4. 7 
［内面） ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理

第 4 図 SD1491 出土遺物

� 5.4 R3 

4.5 I R4 
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SK1492土堀

調査区北西側で検出し、 中央から 北側にかけて撹乱を受けている。 平面形は楕円形を呈し、 長径1 . 5m、

短径90cm、 深さは60cmである。 底面は平坦で、 壁は垂直気味に立ち上がる。 埋土は 2 恩に分層され、 人為

的に埋め戻されている。 遺物は丸瓦が出土している。

SK1493土塙

調査区中央部の南側で検出した。 平面形を呈し、 長軸 1 . 4m、 短軸 1 . 28m、 深さ1 0cmである。 底面は平坦

で、 壁は緩やかに立ち上がる。 埋土は単層である。 遺物は出土していない。

I- 21. 800m 

，
 BT

 
C C

' 

I- 22. IOOm -I 

六ミニニニコニニ＝プ゜ Im ゜ Im 

71: ご悶�;ピも予
’レ

.I ;;.;;;;;1合�;;
池

戸 l炭化物粒子を若和む傭
考

第 6 図 SK1493土塙断面図
第 5 図 SK1492土壊 · SD1490溝跡断面図

SX1489性格不明遺構

調査区西側で検出し、 迫構は木の根の攪乱、 削平のため残存状況が悪い。 土師器長胴甕を南北45cm、 東

西30cmの範囲につぶれた状態で検出 し た。 方 向 は N-27
°

-Wで、 口緑部を南に向けていた。 甕の口緑部

付近には、 別個体の甕も出土している。 甕の下には掘り方埋土を確認できた。 遺物はいずれもロクロ調整

である。

er {dfl§· 入、
D

f-21, 800m I -1 

� ゜ 50cm 

Nl 土色 • 土性
I I I O Y R 4 /4褐＆シルト
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第 7 図 SX1489平面 ・ 断面図
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第 8 図 SX1489出土遺物

遺構外出土遺物

表土から 土師器杯・甕、 須恵器杯・甕、 須恵系土器杯、 平瓦等が出土している。
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第 9 図 表土出土遺物

4. ま と め

今回発見された遺構は溝 2 条、 土堀 2 基、 性格不明遺構 l 基で あ る 。 こ れ ら の遺構の年代については、

出土遺物の特徴か ら 9 世紀後葉"'IO世紀前半頃 と 考 え ら れ る 。 SX1489性格不明追構について は甕の下に掘

り 方埋土を確認 し た こ と よ り 、 上部に も 掘 り 方があ っ た可能性があ る 。 こ の こ と か ら 、 確証にかけるが人

為的に埋設された と 考 えて お き た い。
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高崎遺跡第31次調査 に お け る リ ン ・ カ ルシ ウ ム分析

株式会社古環境研究所

l .  は じ め に

土壌中に含まれるリン酸やカ ル シ ウ ム の起源として は、 土壌の母材、 動物遺体、 植物逍体などがあり、

未耕地の土壌 中におけるリン酸含量は通常0, 1,....,0. 5%程 度、 耕地土壌でリン酸肥料が投入さ れた場合は

1 . 0%程度である。 牒耕地では施肥による影響が大きく 、 目的とする試料の分析結果のみから迫構・遺物内

における生物迫体の存在を確認するのは困難である。 このため、 比較試料 （遺物 ・ 遺構外の試料） との対

比 を 行 う 必要がある。 ここでは、 SX1489内部の埋土について分析を行い、 人骨などの生物遺体の有無につ

いて検討を試みた。

2. 試料

分析試料は、 SXI489内部の埋土 2 点および比較試料として採取された遺構外土壌 l 点の計 3 点である。

3. 分析方法

エネルギ ー 分散型蛍光X線分析シス テ ム （ 日本電子卸製、 JSX3201) を用いて、 元素の同定およびフ ァ

ンダメ ン タ ルパ ラ メ ー タ 法(PF法） による定量分析を行った。 試料の処理法は次のとおりである。

1)試料を絶乾 (105℃・24時間）

2) メ ノ ウ 製乳鉢を用いて試料を粉砕

3)試料を塩化ビニー ル製 リ ング枠に入れ、 圧力 15t/Uで プ レ ス し て錠剤試料を作成

4) 測定時間300秒、 照射径20mm、 電圧30keV、 試料室内真空の条件で測定

なお、 X線発生部の管球はロ ジ ウ ム (Rh) ターゲット、 ベリリウム (Be) 窓、 X線検出器はSi(Li) 半

導体検出器である。

4. 分析結果

各元素の定量分析結果 (wt %) を表l に示し、 リン酸 (P20s) とカ ルシ ウ ム (Cao) の含猛を 図 l に示

す。

5. 考察

SXI489内では、 リ ン酸含慕が0. 49%とo. 64% (平均0. 57%) であり、 遺構外の土壌の0.37%と比較 し て

明らかに高い値である。 また、 カ ル シ ウ ム含屈も0. 77%と0. 79% (平均0. 78%) であり、 遺構外の土壌の

0.24%と比較して明らかに高い値である。

以上のことから、 SX1489内部には リ ン酸やカルシ ウ ム を多く 含む何らかの生物遺体が存在していた可能

性が考えられる。 ただし、 本遺構の上位層について分析が行われていないこ とから、 後代の農耕に伴 う 施

肥の影響も否定できない。

文献
竹追紘 (1993) リ ン分析法． 日本第四紀学会編． 四紀試料分析法. 2 .  研究対象別分析法． 東京大学出版会, p. 38-45. 
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表 l 高崎遺跡第31次調査における蛍光X線分析結果
単位 ： wt (%) 

地点 ・ 資料 SXI489 遺構外土壌
原子No. 化学式 l 2 

1 1  Na20 0. 99 l. 17 0.32 
12 MgO o. 73 o. 73 0.91 
13 Alz03 17. 03 16.96 18.40 
14 Si02 72.26 72.07 70. 31 
15 P心s 0.64 0. 49 0.37 
16 so3 0.06 
19 K20 1 . 07 1 . 08 I. 15 
20 Cao 0. 79 0. 77 0.24 
22 TiOi l. 04 1 . 02 1.09 
23 V心 0. 01 0.01 0.01 
25 MnO 0. 06 0.06 0.01 
26 Fe203 5.31 5.54 7. 13 
38 SrO 0.02 0.01 0.01 
40 ZrOz 0.05 0.04 0.04 

P20s cao 

S Xl489-I 

S Xl489- 2  

遺構外の土壌

2.0wt% 2. Owt'16 
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III. 高崎遺跡第33次調査
l .  調査に至る経緯と経過

本調査は、 個人住宅建設に係る事前調査として実施した。 開発対象地域の周辺ではこれまで、 第13次・

20次 · 24次 · 28次 · 31次の 5 回調査が行われてきており、 古代およびそれ以降とさ れている遺構が検出さ

れている。 今回の調査区に直接連続する遺構としては、 第24次 · 28次調査で発見さ れていた土塁とそれに

伴う溝がある。 これら の遺構については、 年代、 性格等が不明瞭であり、 これを究明することが課題でも

あった。 調査は 6 月20 日に重機を使用して盛土・表土の除去を行い、 同26 日には作業員を動員して遺構検

出作業に入った。 調査区は開発区域の形状を考慮して、 便宜上東側をA区、 西側をB区とした。 検出作業

はA区か ら 開始 し、 B 区へと進み 7 月 3 日にはほぽ遺構の概要が把握さ れた。 A区では堆積層がみられた

だけで、 遺樅は検出さ れなか っ た。 一方B 区では、 南側に隣接する第24次調査区で発見されていたSX141 1

土塁それに伴うS01413溝跡に連続するとみら れるプランが検出 さ れた。 SX1412土塁は削平をうけて残存

していなかっ た。 また、 新たにSX1411 土塁の西側に南北溝が伴うことや、 それに接続して東西溝も存在す

ることが明 らかになった。 7 月 4 日か ら は、 こ れ ら の遺構の掘り込みを開始し、 並行しながら 測景の基準

杭打ち、 平面・断面図作成、 写真撮影を随時行っていった。 7 月 28日にはほぽこれ ら の作業が終了した。

また、 これ以降B区北半の堆和層を除去したところ 、 土器焼成遺構 l 基を検出した。 最後に地形測量図を

作成して調査が完了したのは 8 月 2 日である。

2. 調査成果

(1 )基本層序と出土遺物

ここではA区と B 区に分けて説明する。 まず、 A 区では表土層 （第 I 層）除去後、 平面的に I1・m層の分

布が確認 さ れた。 各層の特徴と出土遺物は以下の通りである。

I 層 ： 表土。 層厚は20cm前後。 遺物は須恵器片 4 点が出土している。

II 層 ： 調査区北半部の中央付近に分布する。 褐灰色のシルトで、 層厚は最大で10cmを計る。 掘 り 上げると

不整形の溝状のくぼみとなる。 遺物は土師器 2 点、 須恵系土器 l 点、 須恵器甕 l 点が出土している

がいずれも小破片である。

m層 ： 調査区の東半部、 II 層の東側に分布する。 にぶい黄橙色のシルトで、 層厚は最大で10cmを計る。

遺物は土師器片 2 点、 須恵器片27点が出土している

次にB 区では、 調査区の北半部を中心に堆租層が確認さ れている。 いずれの層も地形の傾斜に沿って堆

積したものと思われる。 なお 、 堆樅範囲が狭い範囲で、 他の恩と直接的な上下関係が不明な層はア ル フ ァ

ベットで表記した。

I a 層 ： 現代の盛土層。 層厚は1. 3m前後。

I b 層 ： II 表土層。 層厚は10cm前後。 遺物は須恵器片 5 点、 石鏃 2 点が出土している。

II a 層 ： 調査区北西隅付近に部分的にみられる。 灰黄褐色の粘土質シルトで、 層厚は10cm前後。

II b層 ： II a 層の東側に部分的にみ ら れる。 褐灰色のシルトで、 層厚は5cm前後。

m 層 ： 調査区の北壁付近にみられ、 にぶい黄色のシルトで、 層厚は20cm前後。
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第 1 図 遺構全体図と断面図
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IV 層 ： 調査区の北壁から北東隅付近にかけてみられる。 褐灰色のシルトで、 層厚は10cm,...,30cmを計る。

遺物は縄文土器l点、 須恵器 17点、 平瓦 l点が出土しているがいずれも小破片である。

V 層 ： 地山

A 層 ： 調査区の北東隅付近でのみ確認された。 にぶい黄褐色のシルトで、 層厚は 5 "-JOCmを計る。 土師

器片 8 点が出土している。

B 層 ： A層とほぼ同位置で、 そのまま一回り大きく した分布範囲をとる。 にぶい黄橙色の粘土質シ ル ト

で、 黄灰色の粘土質シルト ブロ ックが特徴的に混じる。 恩厚は 5 "-JOCmを計る。

C 層 ： 調査区の南東隅付近、 S X 14 1 1土塁上にみられる。 にぶい黄橙色のシルトで、 層厚は 5 cm前後。

(2)発見遺構と遺物

SX1411土塁

B 区、 東半付近に位置し、 地山上面で検出した。 東側にSD1413、 南側にSD1506、 西側にSD1507が伴う。

SD1508と重複しており、 これより新 しい。 長さは約 12. Sm以上、 第24次調査区分も含めると約33m以上を

検出している。 方向は全体としては南北の方位をとるが、 東側を囲むような緩い弧状を描 く 。 幅は上端で

1. 4......, z m、 高さは90cmを計る。 栢土は北半に分布していたB 層で、 5 ""10Cmの厚さがある。

SD1413溝跡

B 区、 東端付近に位饂し、 B 層 ・ C層上面、 地山上面で検出した。 重複関係はない。 方向はほぼ南北に

走るが、 北端ではやや東に向きを変える。 本溝跡は南側の第24次調査区ですでに検出していたものであり、

SD1506と十字に交わる。 今回確認した長さは約 10mで、 幅1. z......, 1. 8m、 深さは約50cmを計る。 底面は南か

ら北へとゆるやかに傾斜している。 埋土は大別 すると3 層に分けられ、 下層は西側より堆積を開始してい

る。 いずれの層も自然堆栢である。 断面形は逆台形を呈し、 底面にはやや凹凸がみられる。 追物は埋土中

より土師器片 4 点、 須恵器片 10点、 平瓦片 3 点が出土した。

S01506溝跡

B 区、 南端付近に位置し、 地山上面で検出した。 重複関係はない。 方向は東西方向に走るが、 SD1413溝

11b. 土色 土性 備考
SD1413 (A-A'ライン）

I 褐灰色(10YR4/I) シル ト し ま り な し・ 黄色地山粒を含む。

2 にぶい黄橙色(10YR6/4) シル ト 橙粘土プロ ッ クが混じる。

3 褐灰色(IOYR6/I) 粘土 均打。

4 灰黄色(2 .SY6/2) シル ト 均質。 かた く し ま り あ り 。

5 黄灰色(2. 5Y5/I) シル ト 黄色粘土小プロ ッ ク と炭化物粒を含む．

6 黄灰色(2. SY6/I) 粘土買シルト 黄色地山粒を含む。

7 黄灰色(2.5Y4/I )  砂打シルト 貿色地山粒を含む。 し ま り な し
SD1413 (B-B' ライン）

I 褐灰色(IOYR4/l) シル ト A - A ' ラ イ ン の I 閲に対応する．

2 にぶい黄橿：色(l0YR5/4) シル ト 均＂・ 黄色地山粒を若干含む．

3 黒褐色(7.5YR3/)) シル ト 均行。 貿色地山粒、 炭化物粒を含む．

4 褐灰色(10YR6/1) 粘土＂シル ト 上位が砂ft, 下位が粘土買
5 にぷい黄租色OOYR6/4) 粘土買シルト 地Ill粒を含む。

SDI如 cc-c·ラ イ ン ）
I I黄褐色(2.5Y5/3) l 粘土寅シルト 1地山粒を含む• し ま り あ り ．

2 Iにぶい貿色(2. 5Y6/3) I シル ト I 
SD1506 (D-D'ライン）

I 褐灰色(10YR4/l) シル ト $01413の I 層に対応する。

2 にぶい黄橙色(10YR6/4) シル ト 均買・ 地山粒若干含む．

3 “ (IOYR5/3) シル ト 地山粒を多く含む•
4 褐灰色(10YR6/I) 粘土質シルト SD1413(B · B ' ラ イ ン） の 4 層に対応•

SD1506 (E-E' ライン）
I I褐灰色(IOYR4/1) I シルト I S01413の I 層に対応。

2 にぶい黄橙色(IOYR5/3) I シル ト I 0-D' ラ イ ンの 3層に対応．

溝跡土層観察表
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池 土色 土住 備
考

S01508 (F-F' ラ イ ン ）
I 明貿褐色(10YR7 /6) シル ト 褐色シルト と費橙色地山土が プロック状に混じり合う 。 人為埋め戻し土•

褐灰色(10YR6/1) 砂シルト 均n. しまり弱い。

3 にぷい 黄橙色(IOY R 6 /3) シル ト かた く し ま り あ り 。 褐色シル ト と地山土が損縞状になる。

灰黄褐色 (IOYRG/2) シル ト 褐色土が主体で 粒子が粗い。 粘性ややあり 。

3 · 4聞は石組みをすえた埋土。

第 2 図 $01 508 · 1 509遺跡平面図 • 断面図

の東側ではやや方向が南にずれる。 確認できる長 さ は IO. Smで、 幅90cm (場所によってはI . 25m以上） 、 深

さ 約20cmを計る。 SD1413 · S D 1507と交差する。 埋土はSD1413と共通した土壌が確認されている。 底面

は凹凸があ り 、 壁は開きなが ら 内弯 ぎみに立ち上がる。 遺物は埋土中よ り 須恵器甕片 1 1点、 平瓦片 3 点が

出土 し た。

SD1507溝跡

B 区、 ほぼ中央付近に位置し、 田層上面および地山上面で検出した。 SD1508 · 1509と重複しており、 こ

れらより新しい。 方向は南北に走るが、 SD1413と同様の方向性をとる。 確認できる長さは約13. 7mで、 幅

は南半で80cm、 北半で1 . 8m、 深 さ I0-15cmを計る。 埋土は 2 層に分層されるが、 いずれも基本層m層に近

似する。 残存状況が非常に悪 く 、 断面形態も一様ではない。 遺物は埋土中よ り 丸瓦片2点、 平瓦片l点が

出土した。
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Nl3 ― 
ベ
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3 I黄灰色(2.5Y4 / I )  

シ ル ト
シ ル ト

シ ル ト

炭化物粒多Ji1に含む。 焼土粒若干合む。

煎際付近では貿色地山頻似土が主体と な る。

炭化物粒多量に含む・ 焼土粒若干含む。

炭化物が術状になる・ 焼土粒を含む．

この府は一段高い附壁際にり；みられない．

H→ 20. 700m 

゜ 50cm 

SD1508溝跡

B 区、 北東付近に位四し、 B 層に覆われW層上面で検出した。

SDI413· 1507と重複して お り 、 これらよ り 古い。 方向は、 E -1 8° — 

S である。 確認された長さは約 4 mで、 幅1. 3m、 深さ32cmを計る。 埋

f-H' 土は 4 層に分層されるが、 3 · 4 層は石組みをすえた際の裏込め土と

みられる。 1 層についても人為的に埋め戻されている。 底面はほぼ平

坦で、 断面形は緩やかなU字 状を呈する。 底面レベルは、 東から西へ

向かって傾斜する。 遺物は埋土中よ り 須恵器瓶片l点、 甕片 l 点が出

土した。 付属する施設としては、 北半部分の底面上に、 長さ約1. 4mの
第 3 図 SX1510平面図 • 断面図 石組列を検出した。 組み方は幅10cmをおいて両側に割石を 5 個並べ、

その上に20x 30cm大の割石をのせたものである。 底面に敷石はみられない。

SD1 509溝跡

B 区、 北東隅付近に位置し、 W層に覆われ地山上面で検出した。 SD1508と重複してお り 、 これよ り 古

い。 方向はSD1508とほぼ同 じ である。 確認された長さは、 約2. lm、 幅 1. 9m、 深さ約20cmを計る。 埋土は

W層土によって埋まっている。 断面形は半月形を呈する。 造物は埋土中よ り 須恵器片l点が出土した。

SX1510 

B 区、 北西隅付近に位置し、 地山上面で検出された。 重複関係はない。 平面形は不整方形をなし、 北側

に一段高い張 り 出しを持つ。 規模は70X 75cm、 深さ10cmを計る。 埋土は 3 層に分層され、 いずれの層も炭

化物粒 ・ 焼土粒を含むが下層になるほど混入率を増す。 炭化物は、 最下屈では恩状をなしている。 なお、

南側の張 り 出し部分には、 炭化物 ・ 焼土の分布はみら れない。 底面はす り 鉢状を呈する。 壁は北側が急角

度で立ち 上がるが、 他は内弯 ぎみにに立ち上がる。 東壁と底面の一部に弱い焼面が認められた。 底面 レ ベ

ルは北端が高 く 南端との差は10cmほ どある。 遺物は出土していない。

3. ま と め

今回の調査では、 土塁 l 条、 溝跡 4 条、 土堀 l 基が発見された。 こ れ ら の う ち 、 土塁、 溝跡については、

過去の隣接調査区で検出していた逍構と連続するものであることから、 まず、 この点について整理してお

きたい。

本調査では、 SX1411土塁の東側にSD1413溝跡、 西側に新たにSD1507溝跡を検出した。 さらにこれらの

溝をつなぐ東西溝SD1506も検出した。 また、 第28次調査区ではSD1413溝跡の東側でこれに直交する溝と

高ま り （第24次調査区で検出したSX1412土塁の延長の可能性ある） があ り 、 一連の逍構として把握できるこ

とになった。 ここで問題となるのが、 SX141 l土塁の栢土のあ り かたで、 SD1506溝跡をはさんで南側では

20cmほどの積土がなされていたと報告されている （註 1 ) 。 しかしながら、 今回の調査では、 この積土の一
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部 (IV層） が、 その分布のあり方から自 然堆積層の可能性が強くなった。 よって、 積土は 1陪のみとなった。

本調査区で検出したSX1411土塁の南半部及び、 第28次調査区での溝で区画さ れた高まりは、 検出段階では

地山が露出していたが、 本来的には堆積層及び積土があっ たものが削平さ れて現況のよう になったものと

解釈さ れる。

次に、 逍構の年代と性格について考えてみたい。 各逍構および堆積層から古代の遺物が出土している。

しかし、 いずれも小破片であり、 それぞれの帰属年代を表しているものとは考え難い。 かといって古代以

降の遺物も見あたらない。 このよう な傾向は同種の遺構が検出さ れている第24 · 28次調査区でも同様であ

る。 唯一の手がかりとなるデータは、 第24次調査で検出したSX141l土塁が灰白色火灰をプロ ッ ク 状に含む

土層の上に構築さ れていたとする所見であり、 年代的にはIO世紀前葉以降とさ れている。 以上の点から古

代よりさかのぽる遺構ではないが、 それ以降の どの時代のものかは特定できない。

一方、 遺構の構成からみると、 これらの土塁と溝からなる遺構群は、 中世の城館跡に一般的にみられる

ものである。 しかし本例は、 縦横の溝で土塁が細かく分断される ことなど 、 中世のものとするには違和感

がある。 SX1412土塁の東側にみられた小溝群は、 道路の路面造成に伴う 基礎地業、 いわゆる波板状圧痕に

類似していることからここに道路が存在していた可能性を示すものといえよう 。 この土塁と道路がセ ッ ト

になるあり方は、 北東に位置する野田館跡の山林内でも丘陵の尾根上を東西に土塁と道が並行して走って

いる様子が現況で確認できる。 さ らに明治19年刊行の地籍図には、 旧留ヶ 谷村と旧高崎村の村界がこのあ

たりにあり、 この境界に沿って道路が存在していたこ と が示 さ れており、 それは野田館跡の道路とつながっ

ていた。 したがって、 これらのことから本地区検出の遺構群が明治時代あるいはそれ以前に存在した土塁

と 道であっ た 蓋然性は高い といえる。

最後にSX15IOについて若千ふれておく 。 本遺構の特徴は、 ［①隅丸状方形を基調とし張り出し部をもつ

②断面形はすり鉢状を呈する③底・壁面の一部に被熱痕跡をもち、 底面上に炭化物層が形成さ れている］ と

まとめられる。

以上の特徴をもつ迫構は、 「土師器焼成坑」 と概念規定、 分類さ れ たものに類似点がみられる（註 2 ) 。 本

例についても細かい年代は不明であるが、 一応古代の土器焼成施設としてとらえておき たい。 なお、 市内

における類例は、 丘陵部のみで検出さ れており、 高崎遺跡で 3 基 （註 3 ) 、 留 ヶ 谷追跡で 2 基 （註 4 ) ある。

［註）

（註 l ) 多賀城市教育委貝会 『高崎逍跡ほか』 多賀城市文化財調査報告書第52集 1996 
（註 2 ) 窯跡研究会編 『古代の土師器生産と焼成迫構』 1997
（註 3 ) 多賀城市教育委員会 『高崎逍跡ー第13"-'16次調査報告書ー』 多賀城市文化財調査報告書第42集 1996 

多賀城市教育委貝会 『高崎逍跡ー第22次調査報告密ー』 多賀城市文化財調査報告魯第52集 1998 
（註 4 ) 多賀城市教育委員会 『留ヶ谷逍跡ー第l · 3次調査報告魯ー』 多賀城市文化財調査報告書第48集 1998 
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第4 図 調査区位置固
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第 5 図 調査区周辺の地籍図 （明治1 9年刊行よ り 作成） ※縮尺任意
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第 6 図 周辺調査区遺構配置図
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写真図版 1

A区全景 （南 よ り ）

B区全景 （南西よ り ）
（高ま り がSX1411土塁）

A 区SX1411土塁南半部

（北よ り ）



‘ ... 

'i-··­_.;_ 
左上 ： SK1411 土塁北半部 （南よ り ）

左下 ： SD1508内石組み （西よ り ）

写真図版 2
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